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創立１５０周年を祝う会 
１０月２２日（土）学習発表会に続いて、平田小学校創立１５０周年を祝う会を行いました。来
賓の皆様同席のもと、小田区長 鈴木悦夫様、ＰＴＡ会長 髙橋昌人様からご祝辞をいただき、山田
区長 長尾和榮様から記念品を贈呈していただきました。６年安藤千翔さんが児童代表の言葉を立
派に述べ、最後は創立１５０周年を祝う歌「Ｂelieve」の合唱で締めくくりました。全校児童４７
名が心をひとつに“いま、未来の扉をひらくとき”と高らかに歌い上げる姿に感動をおぼえまし
た。１５０年の節目にあたり、児童、教職員、保護者・地域の皆様とともに平田小学校の歴史を守
り、新たな伝統を創っていきたいと決意を新たにしたところです。さらなる本校へのご支援をど
うぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

◆表彰関係 
令和４年度 第６８回読書感想文福島県コンクール 佳作  １年 渡辺心音 

令和４年度 第６８回読書感想文福島地区コンクール 特選 １年 渡辺心音 

第４１回福島市小学校体育大会陸上競技大会  女子８００m第１位（金メダル）６年 渡邉優奈 

女子走幅跳 第２位（銀メダル）６年 渡辺愛香 

読書マラソン（前半戦）金メダル 

１年 野地冬真 ２年 笠原枝美瑠 

３年 野沢真芙由 ４年 丹治麻妃 

５年 野地勝太 ６年 渡邉優奈 

 

◆ふくしま教育週間「フリー参観」 
たくさんの保護者の皆様のご来校、ありがとうございました。 

 



持久走記録会   ～克己心（こっきしん）～ 

【学習発表会名場面】 

   

   

   

   
 
既にＨＰや学年だより等でお知らせしたとおり、一人一人が主人公となり、各学級で力を合わせ

素晴らしい学習の成果を披露することができ、令和４年度学習発表会は大成功でした。地域・保護者
の皆様の温かなご声援、ありがとうございました。 
 

 

 

 
１１月１日（火）の持久走記録会では、３分の２の児童が自己ベスト記録を出すことができまし

た。苦しい中、自分の力を振り絞って挑む子供たちの姿に感動し、勇気をもらいました。そして、自
分自身の「克己心」について考えさせられました。 
「克」という字には「打ち勝つ」「良くする」などの意味があり、「己」は自分のこと。つまり、克

己心とは、自分に打ち勝つ心のことです。自分に打ち勝つ心と、より高みを目指す心があれば、人は
よりよく生きることができるだろう、ということはわかっていますが、なかなかこれが難しい。 
◎ 今やるべきことは、すぐに行うクセをつける 
目の前にあることに向かって、即座に取り組み、一つ一つ成果を挙げていくことで、自分に自

信がつき、弱い自分に勝てるようになっていくのかもしれません。 
◎ なりたい自分を具体的に描く 
克己心のある人は目的意識が明確です。それも「幸せになりたい」というような抽象的なもの

ではなく、「今年中に資格を取る」「5年先には○○になる」等、具体的なビジョンをもっていま
す。やるべきことが明確になれば、目標に向かいやすくなるはずです。 
克己心をもつことはたやすいことではありませんが、日常のことを自分で見つめ、コントロール

していくことからスタートすれば、結果として克己心が養われるのかもしれません。一足飛びに何
かを求めるのではなくコツコツと努力を重ね、振り返ってみた時に以前とは違う自分になっている
ことができれば…。保護者の皆様とともに、子供たちの近くに在るひとりの大人として、常に進化を
続ける憧れの対象となるような人間でありたいと思っています。お子様にも「克己心」について、か
み砕いてお話しいただければ幸いです。持久走記録会の子供たちの頑張りは、本当に見事でした。 


